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◎
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
新
旧
対
照
表 

○
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）
〔
抄
〕 
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（
離
婚
の
規
定
の
準
用
） 

第
七
百
四
十
九
条 

第
七
百
二
十
八
条
第
一
項
、
第
七
百
六
十
六
条
か
ら
第
七
百

六
十
九
条
ま
で
、
第
七
百
九
十
条
第
一
項
（
子
の
出
生
前
に
父
母
が
離
婚
し
た

と
き
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
並
び
に
第
八
百
十
九
条
第
二
項
、
第
三
項
、
第

五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
婚
姻
の
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る
。 

 

（
夫
婦
の
氏
） 

第
七
百
五
十
条 

夫
婦
は
、
婚
姻
の
際
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
夫
若
し
く
は

妻
の
氏
を
称
し
、
又
は
各
自
の
婚
姻
前
の
氏
を
称
す
る
。 

 

（
子
の
氏
） 

第
七
百
九
十
条 

嫡
出
で
あ
る
子
は
、
父
母
の
氏
（
子
の
出
生
前
に
父
母
が
離
婚

し
た
と
き
は
、
離
婚
の
際
に
お
け
る
父
母
の
氏
）
又
は
そ
の
出
生
の
際
に
父
母

の
協
議
で
定
め
る
父
若
し
く
は
母
の
氏
を
称
す
る
。 

２ 

前
項
の
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
又
は
協
議
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き

（
次
項
及
び
第
四
項
の
場
合
を
除
く
。
）
は
、
家
庭
裁
判
所
は
、
父
又
は
母
の

請
求
に
よ
っ
て
、
協
議
に
代
わ
る
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

子
が
称
す
る
氏
を
第
一
項
の
協
議
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
父
母
の
一
方

（
離
婚
の
規
定
の
準
用
） 

第
七
百
四
十
九
条 

第
七
百
二
十
八
条
第
一
項
、
第
七
百
六
十
六
条
か
ら
第
七
百

六
十
九
条
ま
で
、
第
七
百
九
十
条
第
一
項
た
だ
し
書
並
び
に
第
八
百
十
九
条
第

二
項
、
第
三
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
の
規
定
は
、
婚
姻
の
取
消
し
に
つ
い
て

準
用
す
る
。 

 

（
夫
婦
の
氏
） 

第
七
百
五
十
条 

夫
婦
は
、
婚
姻
の
際
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
夫
又
は
妻
の

氏
を
称
す
る
。 

 

（
子
の
氏
） 

第
七
百
九
十
条 

嫡
出
で
あ
る
子
は
、
父
母
の
氏
を
称
す
る
。
た
だ
し
、
子
の
出

生
前
に
父
母
が
離
婚
し
た
と
き
は
、
離
婚
の
際
に
お
け
る
父
母
の
氏
を
称
す

る
。 

〔
新
設
〕 

  

〔
新
設
〕 
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が
、
死
亡
し
、
又
は
そ
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
子
は
、

他
の
一
方
が
定
め
る
父
又
は
母
の
氏
を
称
す
る
。 

４ 

子
が
称
す
る
氏
を
第
一
項
の
協
議
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
父
母
の
双
方

が
、
死
亡
し
、
又
は
そ
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
家
庭

裁
判
所
は
、
子
の
親
族
そ
の
他
の
利
害
関
係
人
の
請
求
に
よ
っ
て
、
協
議
に
代

わ
る
審
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

５ 

〔
略
〕 

 

（
子
の
氏
の
変
更
） 

第
七
百
九
十
一
条 

子
が
父
又
は
母
と
氏
を
異
に
す
る
場
合
に
は
、
子
は
、
家
庭

裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
戸
籍
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
父
又
は
母
の
氏
を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

父
又
は
母
が
氏
を
改
め
た
こ
と
に
よ
り
子
が
父
母
の
双
方
と
氏
を
異
に
す

る
場
合
に
は
、
子
は
、
父
母
の
婚
姻
中
に
限
り
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

戸
籍
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
父
母
の
氏

又
は
そ
の
父
若
し
く
は
母
の
氏
を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

３ 

子
の
出
生
後
に
婚
姻
を
し
た
父
母
が
氏
を
異
に
す
る
夫
婦
で
あ
る
場
合
に

は
、
子
は
、
父
母
の
婚
姻
中
に
限
り
、
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
戸
籍

法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
父
又
は
母
の
氏

を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
父
母
の
婚
姻
後
に
子
が
そ
の
氏
を
改
め

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。 

４ 

子
が
十
五
歳
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
、
こ
れ
に
代
わ
っ

て
、
前
三
項
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

  

〔
新
設
〕 

   

２ 

〔
略
〕 

 

（
子
の
氏
の
変
更
） 

第
七
百
九
十
一
条 

子
が
父
又
は
母
と
氏
を
異
に
す
る
場
合
に
は
、
子
は
、
家
庭

裁
判
所
の
許
可
を
得
て
、
戸
籍
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
そ
の
父
又
は
母
の
氏
を
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

父
又
は
母
が
氏
を
改
め
た
こ
と
に
よ
り
子
が
父
母
と
氏
を
異
に
す
る
場
合

に
は
、
子
は
、
父
母
の
婚
姻
中
に
限
り
、
前
項
の
許
可
を
得
な
い
で
、
戸
籍
法

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
父
母
の
氏
を
称
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

〔
新
設
〕 

    

３ 

子
が
十
五
歳
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
が
、
こ
れ
に
代
わ
っ

て
、
前
二
項
の
行
為
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 
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５ 

前
各
項
の
規
定
に
よ
り
氏
を
改
め
た
未
成
年
の
子
は
、
成
年
に
達
し
た
時
か

ら
一
年
以
内
に
戸
籍
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

従
前
の
氏
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
養
子
の
氏
） 

第
八
百
十
条 

養
子
は
、
養
親
の
氏
（
氏
を
異
に
す
る
夫
婦
が
共
に
養
子
を
す
る

場
合
に
お
い
て
、
養
子
が
十
五
歳
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
養
親
の
協
議
で
定
め

た
養
親
の
い
ず
れ
か
の
氏
、
養
子
が
十
五
歳
以
上
で
あ
る
と
き
は
、
当
事
者
の

協
議
で
定
め
た
養
親
の
い
ず
れ
か
の
氏
）
を
称
す
る
。 

２ 

氏
を
異
に
す
る
夫
婦
の
一
方
が
配
偶
者
の
嫡
出
で
あ
る
子
を
養
子
と
す
る

場
合
に
お
い
て
、
養
子
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
養
子
が
十
五
歳
未

満
で
あ
る
と
き
は
、
養
親
と
そ
の
配
偶
者
の
協
議
で
定
め
た
養
親
又
は
そ
の
配

偶
者
の
氏
（
配
偶
者
が
そ
の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
養

親
が
定
め
た
養
親
又
は
そ
の
配
偶
者
の
氏
）
、
養
子
が
十
五
歳
以
上
で
あ
る
と

き
は
、
当
事
者
の
協
議
で
定
め
た
養
親
又
は
そ
の
配
偶
者
の
氏
（
配
偶
者
が
そ

の
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
養
親
と
養
子
の
協
議
で
定
め

た
養
親
又
は
そ
の
配
偶
者
の
氏
）
を
称
す
る
。 

３ 

養
子
が
婚
姻
に
よ
っ
て
氏
を
改
め
た
者
で
あ
る
と
き
は
、
婚
姻
の
際
に
定
め

た
氏
を
称
す
べ
き
間
は
、
前
二
項
の
規
定
を
適
用
し
な
い
。 

４ 

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
氏
を
改
め
た
未
成
年
の
子
は
、
成
年
に
達
し
た
時
か

ら
一
年
以
内
に
戸
籍
法
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

従
前
の
氏
に
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
養
子
の
氏
） 

第
八
百
十
条 

養
子
は
、
養
親
の
氏
を
称
す
る
。
た
だ
し
、
婚
姻
に
よ
っ
て
氏
を

改
め
た
者
に
つ
い
て
は
、
婚
姻
の
際
に
定
め
た
氏
を
称
す
べ
き
間
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。 

 

 
 

 
 


